
  

 

日本語があまりわからない人とのコミュニケーション手段 

平成 28(2016)年 10 月 25 日(火)10:00~12:00 

 ５回目の開催です。今回のテーマは、ほとんど日本語がわからない学習者が教室に来たら~入門期の活動のやり方~でした。 

 とにかくコミュニケーションを図るために、色々な手段を使いながら活動する手段を教わりました。 

 今回で、澤田先生からの講義は最終でしたが、実践から得た知恵・知識を本当にたくさん教えて頂きました。 

役立ちそうな絵を、普段
から、チラシ(広告)などか
ら切り抜いておくと便利

です。 

多少のずれはあるかもしれないが、 
全くわからない人の最初の学習には、
役に立つ。 

ex)パントマイム 

入門期の活動は、何をすれば良い？ 
 
①やっぱり言葉を知っていることは大切
です。←語彙優先(ルール・文法をは後) 

 
②“聞くこと”優先 
ボランティアが易しい日本語を話す 
↓ 
学習者は聞いて、リピートする 
 
※日本語の音を音声として出すことをた
くさん練習することが大切。 

 
③トピックを念頭に活動をする 

※認知の枠組みが設定できて、学習者が今
何をやっているのか、場面の推測がしや
すくなる。 

 
まずはお互いを知り、人間関係をつくる☆ 

まずは何からしよう？ 
 
○学習者が好きなもの“を教えてもらう 
 
⇒コミュニケーションにつながる 
⇒発語の意欲を引き出す
ことにつながる 
 
 
 
○ボランティア活動の中で、伝わらない

こともあるけれど、それでも伝えよう
とするプロセスが大切。 
学習者は、どれだけ自分に関わろうと
してくれているかという姿をみてい
る。無駄にはならない。 

 

絵 形容詞…相対的に伝えるとわかりやすい 

大きい 小さい 

(例) 

よく使う言葉カード 

ｉｔｓｕ
い つ

 

ex) 

他には、「どこ」「だれ」「なに」等 

裏面 

裏面に多言語で書いておくと

便利です。 

一緒に勉強した色々な国の学

習者の人にその都度、書いて

もらえば良いのでは♪ 

ジェスチャー 

認知の枠組みがあると想像、
推測がしやすい 

『○○だろう☆』 
の状況をつくろう 

ex) 

『あげます』を伝える時 

どんなシチュエーションが伝わるだ
ろう？ 

↓ 

↓ 
前に出すだけの動作だと「渡します」
「貸します」等、色々な意味合いを

想像できる 
↓ 
↓ 

↓ 
例えば、品物をプレゼントにしたり、
誕生日というお祝いを設定したりす

ることで、想像が近づく 

易しい日本語 

学習者とボランティアさんとの交流だけでなく、学習者同士の交流
もあると良い。お互い教えあったり、助けあったりすることも、地
域日本語教室では、助けになります。 

易しい日本語は、ほとんど日本語がわから

ない学習者にも役に立つ。 

 

 まず大切にしたいこと☆ 
 

学習者が不安にならないためにも、困った表情を見せないで、リラックスし

た雰囲気を作り、緊張をほぐしましょう 

 

片言でも 

伝えいたい!! 
認知の仕方は、 
国が違っても共通
項がある 



  

 

 

第５回目(10 月 25 日)の参加者ふりかえり 

 

・言葉がわからない者同士でやりとりしているあいだにお互いのことや話ししている内容がわかりあえるととても感動しま

す。 

・ほとんど日本語がわからない学習者に対しては絵、写真などを準備しておくことが良いので日頃から資料を準備するよう

に心掛けることが重要。 

・非常によくわかり、参考になりました。 

・とてもわかりやすい説明で何かしら自分もできそうな気がしました。5 回通して、自分の「入門」になりました。澤田先

生のお話をもっと聞きたいです。ありがとうございました。 

・ほとんど日本語が分からない学習者にどう教えればいいのかは、本当に疑問でしたが、先生のお話、特に経験でのお話で、

とても分かりやすく、難しいことではないのだなと自信が持てました。うまくいかない時もあるが、一生懸命さが心に残

る、そのプロセスが大切というお話が印象に残りました。 

・言葉がわからないとあらゆる面で表現力が必要になると… 

・シンプルな文を作って、自分のことを言ってみる。何度も口頭で練習することで、覚えて言えるようになれば、自信がつ

く。達成感を与えることができて、よい教え方を教えていただきました。入門期、小学生の教え方にも応用できると改め

て気づかせていただきました。五回本当に楽しくいろいろと学ばせていただき、心より感謝しています。 

・初めて日本語を習う学習者におしえる教え方をきいて、ボランティアも考えることが必要だと思いました。絵、ジェスチ

ャー、単語帳など、いろいろな道具が必要だということが分かった。 

・「ほとんど日本語がわからない学習者が教室に来たら」というタイトルでのお話は、とても興味深かったです。今日の話

は外国語を学ぶ時にも生かせるなぁと思いながら聞いていました。教える側が技術的に未熟であっても一生懸命にすれ

ば、伝わるという言葉が印象に残りました。 

・私はボランティア活動をしているのですが、来日して間もない人を教えることが一番苦手です。この講座を受けたかった

理由は入門期の活動のやり方をしりたかったからです。とても勉強になりましたし、これからの活動に取り入れていきた

いと思いました。 

・教え方(習い方)勉強になりました。笑顔が大切と思いました。誠意も。澤田先生、幸子。W 幸せですね。毎回すてきな洋

服楽しみです。 

・全く日本語がわからない人も教室には来るので、今日の勉強はとても役に立ちました。ただの雑談でもいいけれど、それ

ができない学習者にはモデル文を作る、というのは学習者にとって学習しやすいと思いました。 

・単語をつなげ、文にする。何回も言いあう。 

・5 回目の学習を終えて、入門期の活動のやり方の手順をトピックを使ってやる方法は、とても分かりやすくて良いと思い

ました。反復練習も大切ですね。澤田先生、ありがとうございました。とても聞きやすく楽しい講義でした。 

・日本語母語者の他言語習得ではプロセスが違うことを改めて実感。日本で、多言語母語者の日本語習得のための「直接法」。

学習者は教授者を見ているという視線への気づき。 

・理論だけでなく実践の体験からの講義なので、具体的でわかりやすいです。歯に衣を着せない語り口に好感が持てます。 

・日本語学習ボランティアの難しさと楽しさの両方がわかりました。講義はとても楽しく受けることが出来ました。ありが

とうございました。 

・日本語学習ボランティアは日本語を教えるのではなく、日本語を通して楽しくコミュニケーションを取ることが一番だと

思いました。澤田先生、ありがとうございました。 

・これまでの日本語のお話もおもしろかったのですが、今回の入門期の話は本当にいろいろ気づかされました。普段、簡単

な日本語について意識しないのですが、トピックを元に一日の出来事や自己紹介を考えると、自分の事なので誰でも話し

たいことが自然と出てくるのですね。コミュニケーションの方法として外国人だけじゃなく、自分にも役立つと思いまし

た。 

・私の一日をグループで考え、自分たちで考えるのが、とても楽しかったです。より短い文、やさしい文を作るのが、しん

せんな感じでした。５回とも興味深くとても楽しかったです。仕事やめたらボランティアやってみたいです。 

・具体的な活動(教え方、かかわり方)についてのみならず、全ての講座がたいへん有意義でした。ボランティアの役割、学

習者の視点などについてもわかりやすく教えて頂きました。とても貴重な経験でした。ありがとうございました。 

質疑応答タイム 
 
Q:『です・ます』がやはり良いのですか？ ⇒ A:良いと思います。 

何故なら、丁寧な言葉は、どんな場面でも使ってもＯＫだからです。 

ex)『食べます』と『食べる』 

 

Q:英語は使ってはダメですか？      ⇒ A:導入として“単語”くらいなら使うことはあります。 
トランスレーションはしない方が良いです。 

 
 

☆現場に、相手に、合わせて考えましょう☆ 

 


